
 

 

 
「戸田市スポーツセンター基本構想（案）」についてのご意見に対する回答 

 

＊貴重なご意見ありがとうございました＊ 

 

 

案 件 名  戸田市スポーツセンター基本構想（案）について 

意見募集期間  令和８年７月１０日（金）から令和８年８月１０日（月）まで 

 

 

 パブリック・コメントとしてご意見を募集した結果、３１名の方から５１件のご

意見をいただきました。いただいたご意見の内容と、それに対する市の考え方を次

のとおり公表いたします。 

 

 

【ご意見の概要とご意見に対する市の考え方】 

 ご意見の内容 市からの回答（対応） 

１ トレーニングルームのストレッチ

マシンについて、４D ストレッチ社

か、ワールドウィング社のマシンを

採用してほしい。高齢者も、アスリ

ートも、効果が発揮しやすく、強豪

野球チームには、導入が進んでい

る。採用されれば、利用料の値上げ

（５００円程度）も、問題ない。 

現施設のトレーニングルームには、

利用が多くないエアロバイクが場

所を占めている。エアロバイクを半

分にして上記のマシンを設置して

ほしい。 

トレーニングルームの導入機器に

ついては、基本構想本編 P40 に示す

方向性にそって、いただいたご意見

も参考に、基本計画の中で検討して

まいります。 

 



 

 

２ 現在、プロレス団体は、関東に２０

以上あるが、興行で使える施設が足

りていない。（プロレス以外も、キ

ック、総合の大会も一定数ある。） 

収容人数は、５００人前後の施設が

要望されているが、整備すれば稼働

率は高くなるはずである。 

２０年前の戸田市スポーツセンタ

ーは、インディプロレス団体のメッ

カだった。今は、団体のコンプライ

アンスも良くなり、利用マナーも上

がっている。新木場ファーストリン

グが参考になると思う。 

施設の内容及び興行の開催などに

ついては、基本構想本編 P39 の基本

方針及び P40 の方向性にそって、市

民利用を基本としつつ、いただいた

ご意見も参考に、基本計画の中で検

討してまいります。 

３ パルクール、スケートボード、BMX

など、勢いのあるスポーツだが、練

習環境が追い付いていない。初心者

向けでよいので、公園に整備して欲

しい。 

中高生の賑わいの場としての効果

には、圧倒的なものがある。行き場

のない中高生が、集まれる場所とし

ても、有効である。 

パルクール、スケートボード、BMX

等のアーバンスポーツについては、

基本構想本編 P41 に示す方向性に

そって、いただいたご意見も参考

に、引き続き基本計画の中で検討し

てまいります。 

 

４ 相撲の土俵について、民間収益事業

として、外国人の見学・体験型にし

て、食事も含めたエンタメにした

ら、収益が期待できる。さいたま市

の雷部屋の協力もいただき、国際交

流的な面を持たせるのはどうか。 

相撲場については、基本構想本編

P41 に示す方向性にそって、基本計

画の中で検討してまいります。 

なお、民間収益事業のご意見につい

ては参考とさせていただきます。 



 

 

５ これからますます暑い時期が長く

なりそうなので、野外に日陰を多く

作って欲しい。 

屋外の暑熱対策については、基本構

想本編 P41 に示すとおり、いただい

たご意見も参考に、引き続き、基本

計画の中で検討してまいります。 

６ 今後のスポーツ施設には、競技や運

動を行う「場所」としての役割に加

え、「育てる」「学ぶ」「測る」とい

う機能を備えた次世代型スポーツ

拠点としての役割が求められると

考える。特に、AI やセンサーなど

のスポーツテクノロジーを活用し、

一人ひとりの運動能力や競技特性

をデータとして可視化することで、

子どもの運動能力向上、競技力向

上、健康づくり、高齢者の介護予防

など、幅広い世代に合わせた科学的

なスポーツ支援が可能となる。 

 

スポーツテクノロジーの活用につ

いては、基本構想本編 P39 に示す基

本方針の実現にむけて、いただいた

ご意見も参考に、基本計画の中で検

討してまいります。 

７ スポーツ施設単独で完結するので

はなく、市内の学校、スポーツクラ

ブ、民間スポーツ施設、医療・福祉

機関などと連携し、それぞれの強み

を活かした地域スポーツネットワ

ークを構築することで、市民が日常

的にスポーツへ親しめる環境づく

りが期待できる。 

 

基本構想では、求められる機能とし

て、基本構想本編 P39 、40 のとお

り整理しております。市民が日常的

にスポーツに親しめる環境となる

よう、いただいたご意見も参考に、

基本計画の中で検討してまいりま

す。 



 

 

８ 施設内には多目的スペースを設け、

メンタルトレーニング、栄養講座、

スポーツ科学セミナー、保護者向け

教育などを実施することで、「身体

を鍛える施設」から「人を育てる施

設」へと発展させることができると

考える。 

基本構想本編 P40 の方向性にそっ

て、様々な利用目的に応えられる施

設となるよう、いただいたご意見も

参考に、基本計画の中で検討してま

いります。 

９ 屋内プールの整備がないように見

受けられるが、理由を教えてほし

い。 

市民プールは安価な価格で、健康増

進ができるため無くてはならない

ものである。市内にはレジャープー

ルを含め、気軽に利用できる施設が

ない。他自治体では、学校プールを

一般に開放していると思うが、戸田

市にはないと見受けられる。整備に

お金がかかるという理由なら、学校

の屋外プールを廃止し、スポーツセ

ンターのプールを共有する効率的

な運営も考えられると思う。 

また、通年で大人も子どもも利用で

きる水深の浅い専用エリアも希望

する。児童センター子どもの国のプ

ールはとても良いが、期間限定であ

る。スポーツセンターは、未就学児

から高齢者まで幅広く利用する施

設だと思うので、検討してほしい。 

屋内プールについては、令和 2 年に

整備した屋内プール施設があり、今

回の再整備は、「アリーナ棟（既存

のＧ棟・Ｃ棟）」と「陸上競技場」

の整備を検討するものです。 

プールの利用方法についてのご意

見は参考とさせていただきます。 



 

 

10 図書館や民間商業施設で親が利用

している間、子どもを預かるシステ

ムがあるかと思う。導入されれば、

子育て世代でも多く利用でき、親し

みが持てる施設になるのかと思う。

親は、子どもと一緒に楽しんで利用

できる施設を探し求めているため、

スポーツセンターの整備でも検討

してほしい。 

子育て世代への支援機能について

は、基本構想本編 P39 の基本方針に

示すとおり、より多くの市民がスポ

ーツに気軽に触れ・つながり・楽し

める施設となるよう、いただいたご

意見も参考に、基本計画の中で検討

してまいります。 

11 スポーツセンターの陸上競技場は、

３００ｍトラックということもあ

り、上位大会を想定した４００ｍト

ラックでの練習が困難である。戸田

市を「スポーツのまち」にするため

に、４００ｍトラックの整備は必須

と考える。 

陸上競技場を含む各施設について

は、基本構想本編 P40 に示す方向性

にそって、いただいたご意見も参考

に、規模や設備、整備場所について

基本計画の中で検討してまいりま

す。 

12 昨今の行政施設は賑わいや共創と

いったテーマの複合施設が主流に

なっている。予算を潤沢に使い、

様々な機能を入れた複合施設とし

てのスポーツセンターを望む。 

よってＡ案の再整備を希望する。 

解体・建設費に膨大な予算がかかる

のは重々承知の上だが、昔からスポ

ーツセンターの再整備を望んでい

たので、予算を大きくかけることに

は賛成である。 

 

スポーツセンター再整備の方向性

については、基本構想本編 P38～39

に示すコンセプト及び基本方針を

踏まえて、地域に開かれた施設とし

て、様々な市民が集える施設となる

よう、いただいたご意見も参考に、

基本計画の中で検討してまいりま

す。 



 

 

13 設計の段階から市民ワークショッ

プを取り入れ、必要な機能を入れ込

んだ方が良いと考える。スポーツセ

ンターは子どもからお年寄り、障が

い者が利用する施設で、場所によっ

ては利用料金もかかるため、市民に

必要な機能を確実に入れるために

は重要だと考える。 

各地で、行政施設の建築が不調にな

ることが相次いでいるため建物の

見た目ではなく、機能を重視した設

計をしていただきたい。 

基本構想の策定にあたっては、市民

2,500 人及び利用者や各種団体等

へのアンケート・ヒアリングを実施

し、学識経験者、スポーツ団体等で

構成する策定委員会にて協議を進

めてまいりました。今後も必要に応

じて意見を聴いてまいります。 

また、今後、設計・施工等の検討に

あたりましても適切に進めてまい

ります。 

14 再整備にあたりネーミングライツ

の導入を検討してはどうか。 

埼玉県でも最近募集された（GMO ア

リーナ）ようで、収益が期待できる

と思う。 

ネーミングライツの導入について

は、市のガイドラインを踏まえ、検

討してまいります。 

15 多くの戸田市民は都内への就学、就

労者が多いと思う。市民税を払う世

代はスポーツセンターが２１時終

わってしまうのは早すぎて平日の

利用が難しい。営業時間が２２時ま

で伸びると良いかと思う。 

 

 

施設の利用時間については、基本構

想本編 P39 の基本方針に示すとお

り、より多くの市民の方に利用いた

だけるよう、運営や近隣住民などへ

の影響も考慮しつつ、利便性を高め

られるよういただいたご意見も参

考に、基本計画の中で検討してまい

ります。 



 

 

16 現在の施設は、陸上競技場や弓道場

で十分な広さが確保されていない

為、正規競技ができない。規格等を

満たした施設を新設してほしい。 

陸上競技場や弓道場を含む各施設

については、11 番目を参照くださ

い。 

17 暑い時期が長い、かつ暑さが厳しく

なり、スポーツをする、見ることが、

体に負担となっているため、弓道場

など年齢層が高い利用者がいる施

設は屋内施設にすることが望まし

い。 

暑熱対策については、基本構想本編

P36求められる機能及びP39の基本

方針に示すとおり、多様な利用者に

配慮した安全な施設となるよう、い

ただいたご意見も参考に、基本計画

の中で検討してまいります。 

18 弓道場について５人立ちの道場審

査は、現状の道場の広さだとその練

習ができないため、改修時に道場を

広くしてほしい。 

 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

19 現施設の弓道場は、屋外のため、特

に夏の暑さは熱中症などの不安が

ある。改修後は、夏は冷房、冬は暖

房が効くような構造にしてほしい。 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 



 

 

20 弓道場を現状の３人立ちではなく

５人立ちにしたい。スポーツ大会な

どで外部の人を招く際、基本ルール

である５人立ちが出来ないのは魅

力に欠ける。射会や審査が５人立ち

なので、その練習ができるようにも

したい。 

 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

21 弓道場について、次の射を待つ人の

スペース確保待っている人の居場

所が少ない。見取り稽古しつつ自分

の順番を待てるスペースがあると

助かる。 

 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

22 弓道場について、高齢者が参加する

ことが多い競技のため、矢道が屋外

になっていても、射場は空調が効く

ようにしたい。透明カーテンを付け

るなど工夫している道場もあるよ

うだ。 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 

23 既存施設の改修より建て替えのほ

うが良い。理由は、戸田市市場調査

で民間事業者の 8 割超が、「既存施

設の大規模改修は困難」 と回答し

たからである。アリーナの観客席の

拡充や個室の設置やエレベーター

の設置をしたほうが良い。サブアリ

ーナも併設した方が良い。 

スポーツセンター再整備の方向性

については 12 番目を参照くださ

い。 

競技場（アリーナ）を含む各施設に

ついては 11 番目を参照ください。 



 

 

24 陸上競技場については、４００Ｍト

ラックを新設して観覧席も設置し

たほうが良い。 

陸上競技場を含む各施設について

は 11 番目を参照ください。 

25 戸田市スポーツセンターの再整備

時にカフェやレストランを設置し

たほうが良い。 

 

 

カフェなど飲食サービスについて

は、基本構想本編 P39 の基本方針に

示すとおり、多様な市民が集える施

設となるよう、いただいたご意見も

参考に、市民及び利用団体などのニ

ーズや必要な設備、周辺環境への影

響、サウンディングの結果などを踏

まえ基本計画の中で検討してまい

ります。 

26 陸上競技場について、４００ｍトラ

ックがあると嬉しい。戸田市スポー

ツセンターの他、川口や舎人、上尾、

葛飾など利用しているが、４００ｍ

トラックということもあり大会も

盛んなように思う。照明設備もある

ため、ナイターゲームもあり、少し

羨ましい。４００ｍトラックや照明

の整備は、大会の幅が広がり、ラン

ニング仲間が増えることにもつな

がると思う。Ａ案、Ｂ案になると個

人的には嬉しい。 

陸上競技場を含む施設については

11 番目を参照ください。 

 

27 戸田市スポーツセンターには、健康

増進、こどもの育成、障がい者スポ

ーツ、地域活動、防災などの公共的

意義があり、老朽化した施設を更新

する必要性は理解できる。一方、約

１９７億円を投じる再整備は、既存

利用者のための更新にとどまらず、

現在スポーツをしていない市民や、

団体に所属しない個人にも広く価

値を提供する事業であるべきであ

スポーツセンター再整備の方向性

については 12 番目を参照くださ

い。 



 

 

る。 

本構想は「市民の日常利用」を掲げ

ているが、具体的な検討はアリー

ナ、４００ｍトラック、競技設備な

どが中心で、一般市民がいつ、どの

ように利用できるのかが明確でな

い。年間約３８万人という数字も延

べ人数であり、実際に何人の市民が

利用し、一部の常連や団体に利用が

集中していないかを判断できない。 

建替えか改修か、施設規模をどうす

るかを決める前に、予約不要の個人

利用、初心者向け機能、利用時間、

料金、アクセス、子育て世帯への対

応を具体化し、現在の非利用者をど

れだけ新たな利用者にするのか、数

値目標を示してほしい。施設をどう

造るかだけでなく、市民にどう使っ

てもらうかを中心に据え、長期的な

税負担に見合う、市民全体へ開かれ

た公共施設として再整備すること

を求める。 

28 弓道場について、暑熱対策機能が必

要である。一般的な道場は、弓道場

入口から射場（的に向かって弓を引

くスペース）に行くまでに待機・見

学をするスペースがあり、そこは一

面開放の道場とは仕切って、エアコ

ンを設置している。これにより、真

夏や真冬も格段に練習し易くなる。

胴着と袴は、いっそう暑さを感じ

る。昨今の気候の現状を鑑み、他市

同様の措置が必要である。また、こ

の待機スペースを設けることで、市

民体育祭などの射会（他競技でいう

と試合）の運営が格段にスムーズに

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 



 

 

なることも大きな利点である。 

29 現在の射場は３人立と小規模で、弓

道段審査の練習に必要な５人立の

広さと奥行きがない。段審査は、射

場の入場から退場までの一挙手一

投足が対象となるものだが、現在の

広さではその練習が困難な状況で

ある。他の道場に行かなくても審査

の練習ができるよう、必要な射場の

面積を確保していただきたい。 

弓道場の利便性を向上させること

により、使用人数は増加すると思

う。 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

 

30 現在のトレーニングルームは開設

時間が短く、仕事や子育てに追われ

る現役世代（共働き世帯）にとって

非常に利用しにくい。民間フィット

ネスジムでは 24 時間営業がスタン

ダードとなっている。常時有人管理

が難しい場合でも、監視カメラシス

テムやパスカード（ＩＣカード・Ｑ

Ｒコード認証等）の導入によるセキ

ュリティ担保の上、早朝や夜間など

開設時間の幅を大幅に拡大してほ

しい。現状の運用は日中に時間のあ

る高齢層の利用に偏っており、人口

構造として子育て世代・働き世代が

多い戸田市のニーズに全く合致し

ていない。 

施設の利用時間については 15 番目

を参照ください。 

31 市民の税金によって建設・維持され

ている施設であるにもかかわらず、

現状の市外利用者料金は市民との

差額が小さく不公平感が強い。市外

からの利用者に対しては、明確に割

市内、市外利用者の利用料金につい

ては、導入機能、規模や、本市の受

益者負担の見直し方針、導入機能、

規模、近隣施設の利用料金の設定状

況などを踏まえ、いただいたご意見



 

 

高な「市外料金」を設定し、その増

収分を施設の建設費や日々の運用

費、老朽化対策の財源に充てるべき

である。自治体によっては２倍、３

倍にしている所もある。 

も参考に検討してまいります。 

32 費用を惜しんで中途半端な部分改

修を繰り返すのではなく、思い切っ

た「建て直し（全面再整備）」を行

い、広域からも人を惹きつける魅力

的な充実した施設にすべきである。

その際の巨額な財政負担への対策

として、市外利用者の料金引き上げ

だけでなく、館内へのカフェや民間

テナントの誘致、ＰＦＩ等の民間活

力を積極的に導入し、施設単体で収

益を生み出せる仕組み（収益還元型

モデル）を徹底的に検討・反映して

ほしい。 

スポーツセンター再整備の方向性

については 12 番目を参照くださ

い。 

 

市外利用者の利用料金については

31 番目を参照ください。 

33 陸上トラックの近くに野外トイレ

を設置して欲しい。 

今はいちいち靴を脱いで建物の中

にあるトイレを使用しなければな

らず非常に面倒。 

屋外施設利用者向けのトイレにつ

いては、基本構想本編 P41 に記載の

クラブハウス機能とあわせて、いた

だいたご意見も参考に、基本計画の

中で検討してまいります。 

34 現在の弓道場は射場が狭く、弓道で

重要とされる体配を適切に行うこ

とが難しい。建替えにあたっては、

体配を十分に行える広さを確保し

ていただきたい。 

また、現在は 3 人立ちですが、5 人

立ちの射場として整備していただ

きたい。大会や審査では 5 人立ちの

会場が多いと聞いており、競技力向

上に資すると考える。 

冷暖房もあればなおよし。 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 



 

 

35 スポーツセンターの再整備にあた

っては、予算、敷地、工程などいろ

いろな制約があると思うが、中途半

端な再整備には反対である。戸田市

がすごいスポセンを作ったぞ！こ

のスポセンはいいねー！と言われ

るような施設を作っていただきた

い。 

スポーツセンター再整備の方向性

については、12 番目を参照くださ

い。 

36 A 案でお願いしたい。弓道をやって

おり、高齢者や中学生の関心も高

く、施設が充実すれば今後利用者は

増えていく。５人立ちにすることは

必須。外部から観覧するスペースが

あれば、更にコンセプトに沿うと思

う。競技という側面でいうと、試合

会場となる弓道場と同じように入

退場ができる広さが必要で、さらに

遠的競技もできるようになると、競

技力の更なる向上が期待できる。費

用はかかるが、ここはかけるべきと

ころだと考える。 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

37  【提案】施策に賛同するとともに、

以下の追記を提案する。  

本編 P8（7）「災害への対応」のな

かで、「非常用電源」の後ろに、“等

の確保”を追記に加えて、空調・通

信環境の整備の前に”停電時対応

可能な"を追記する。今後は、非常

用電源等の確保や備蓄倉庫、停電時

対応可能な空調・通信環境の整備、

バリアフリー対応など、防災機能を

前提とした施設整備・更新が重要な

視点となっている。 

【理由】 戸田市地域防災計画 2-44

「(2) 非常用電源等の確保」におい

て、「危機管理防災課、資産マネジ

基本構想本編 P8（7）「災害への対

応」については、スポーツを取り巻

く社会状況と課題としてその他の

項目も含めて構想段階での課題を

列挙したものとなりますので、表記

は現状のとおりとしたいと考えま

す。 

防災機能については、基本構想本編

P39 の基本方針に示すとおり、戸田

市地域防災計画に沿って、市民の安

心安全を守る施設となるよう、いた

だいたご意見も参考に、基本計画の

中で検討してまいります。 



 

 

メント推進室、施設管理者は、停電

の長期化や燃料が補給できない事

態に備え、防災活動拠点に対して最

低 3 日間の発電が可能となる電源

や燃料の多重化、再生可能エネルギ

ー、蓄電池等の導入を推進する。」

と明記されている。  

また、基本構想「3. スポーツを取

り巻く社会状況と課題」(6) 猛暑へ

の対応にある通り、昨今の猛暑・酷

暑の状況を踏まえれば、スポーツ施

設としての利用時のみならず、災害

発生時における空調の確保は避難

者の生命・健康維持に必須の機能で

あると考える。 

38 【提案】施策に賛同するとともに、

以下の追記を提案する。 

本編 P37「求められる機能（コ）」

のなかで、地域防災計画の“非常用

電源等の確保”に基づき、災害時の

利用も想定した仕様とするととも

に、暑熱対策など、日常のスポーツ

活動を安全に行うための機能も備

え、市民の安心安全に寄与する機

能。 

【理由】本施設は、戸田市地域防災

計画において「指定緊急避難場所」

および「指定避難所」に位置づけら

れており、大規模災害時における防

災拠点機能の維持は市民の安全確

保のために極めて重要である。 

戸田市地域防災計画（2-44「非常用

電源等の確保」）では、停電の長期

化や燃料供給の寸断といった事態

を想定し、電源の多重化や自立分散

型エネルギーの導入推進が明記さ

基本構想本編 P37「求められる機能

（コ）」については、その他の項目

も含めて構想段階での機能を列挙、

整理したものとなりますので、表記

は現状のとおりとしたいと考えま

す。 

防災機能については、37 番目を参

照ください 



 

 

れている。特に災害発生後 72 時間

は人命救助や避難生活支援におい

て重要な期間であり、この間の空

調・照明・通信機能の維持は避難所

機能確保の観点から不可欠である。 

この方針に基づき、停電時でも稼働

可能な自立分散型エネルギーシス

テム（GHP、ガスコージェネレーシ

ョン等）を活用することは、災害時

における確実な電源確保のみなら

ず、避難所における暑熱・防寒対策

（空調維持）を可能にし、避難者の

生命・健康と安全を守るために不可

欠な要素である。 

また、これらの設備は災害時だけで

なく、平時においても発電時の廃熱

をプール温水や空調に有効利用で

きるため、エネルギー効率の向上、

運営コストの抑制、および CO2 排出

量の削減に大きく寄与する。 

現在のプール棟ではガスコージェ

ネレーションが導入されており、平

常時におけるエネルギーの有効利

用や施設運営に活用されている実

績がある。 

新施設においても、地域防災計画と

の整合を図りつつ、「防災機能の強

化」と「環境負荷低減」を高い次元

で両立させる有効な手段と考える。 

39 弓道場が新しくなったら弓道を始

めたいと考えている。A 案が採用 

されて、空調管理された施設になる

と利用しやすいと思う。 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 



 

 

40 改修により空調管理された環境に

なるなら弓道を始めてみたいと思

う。 

A 案が今後のメンテナンス管理も

安心出来ると考える。 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 

41 A 案が良いと考える。 

改修により空調管理された環境に

なるなら弓道を始めてみたいと思

う。ここ数年は酷暑日が多い日が続

いているので、冷房が効いた道場で

練習したい。 

今後のメンテナンス管理も安心出

来る A 案が良いと考える。 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 

42 現在の弓道場は、料金も低額でとて

もありがたい。ここ数年は雨漏りな

どあり改修が必要と思っていた。現

在、3 人立ちだが、近隣の市立道 

場と比べると狭い。4 人立ちの規模

になることを希望する。射場は夏の

暑さ、冬の寒さに対応できる空調管

理された環境になることを希望す

る。A 案が建替え期間中も現在の道

場を利用できるように思う。長い目

でみるとメンテナンス管理もやり

易いと思う。 

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 

43 C 案を支持する。必要最小限の設備

投資に留めてほしい。それでも 50

億円以上の莫大な予算が計上され

ている。スポーツセンターは、現状

でも近隣自治体も羨む贅沢な施設

である(市外利用者が多い理由)。 

市民の税金を使って、誰のために？

何のために？これ以上の過剰な設

備を必要とするのか。時代遅れも甚

だしい。 当市の将来人口推計は今

後ピークアウトする事が確実視さ

スポーツセンター再整備の方向性

については、12 番目を参照くださ

い。 



 

 

れている。利用者の縮小に加えて、

歳出についても「義務的経費」が拡

大の一途をたどる事が予想され、将

来的にも財政的な余裕はない。また

上下水道等の基本インフラの老朽

化対応等がおぼつかない中、むしろ

予算措置はそちらが優先されるべ

きではないか。 

また昨今のインフレや人手不足に

より公共工事や都市開発の見直し

が多発している中、A 案等は極めて

非現実的だと思う。箱モノの予算の

みは示されているが、維持費に全く

触れていないのも検討不足である。 

昨今のスポーツセンターの運営方

法にも異議がある。本来市民利用の

ための「公益目的事業」が主体なは

ずなに、「収益事業(外部への貸出事

業)」に偏重されていないか？現状

でも土日祝日等の陸上競技場は外

部の競技団体等の占有利用が多く、

市民の一般利用(ジョギングやウォ

ーキング)が制限されるという本末

転倒な状況にある。 

A B 案は４００ｍトラックを計画し

ているが、それは外部競技団体利用

を誘致する為のものに他ならず、

益々上述の問題が助長される懸念

があり、その視点からも反対であ

る。 

一般市民が真に健康増進を目的に

気軽に利用しやすい基本機能を備

えた質素な施設であって欲しい。 



 

 

44 宿泊（可能な）施設の設置をし、多

くスポーツ促進の一助になるので

はないかと思う。 

旧プール棟に宿泊施設を設置、建

設・運営等は民間事業者に任せ戸田

市は収入を得る。 

災害時の緊急宿泊施設としても利

用できれば非常に良いと思う。 

本施設に整備する施設の内容につ

いては、2 番目を参照ください。 

45 A 案を希望する。また、現在の弓道

場は工事完成まで残し、工事中も利

用できるよう希望する。 

理由としては、現在週 5 のペース

で利用しているが、工事期間の 3

年間利用できなくなると、現在の年

齢から弓道を止めざるを得ないと

思っている。 

 他市の道場を利用する方法もあ

るが、電車・バスを利用して行くこ

とになるので、せいぜい週 1 回の利

用になり大会や審査に向けての練

習が不十分になる。 

 以上のことから工事期間中も現

在の弓道場は残してほしい。 

工事期間中の弓道場を含めた現施

設の継続利用については、今後検討

する基本計画に基づく整備内容や

工程に応じて、いただいたご意見も

参考に検討してまいります。 

46 弓道は４０，５０歳代で初心者教室

に入られて、初めて始める方が多い

スポーツである。他のスポーツと比

べ体力、筋力を駆使する必要が少な

く、高齢(他市の連盟では８０歳代

も多くいる)まで楽しめる生涯スポ

ーツであることがその一因だと思

う。戸田市スポーツセンターでの初

心者教室の募集には毎年多くの方

が希望し、抽選となっている。そこ

で、そのような方々をより多く受け

入れるために道場(立数)を広く(希

望は１０人立ち)して欲しい。これ

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 



 

 

により、初心者教室の定員を増やす

ことができると考える。 

また、酷暑・極寒を少しでも緩和で

きれば、高齢の方々もより長く弓道

を楽しむことができる。 

そのためには、射場と呼ばれる場所

の後方に控室となる外気を遮断で

きる部屋を設けて空調を機能させ

ることができればと思う。川口市の

戸塚スポーツセンター弓道場が参

考になる。 

上記実現により、より多くの方が、

より長く継続して弓道に親しむこ

とは、新たなスポーツセンターに求

められる役割：スポーツに関わる機

会の創出に大きく貢献すると思う。 

その他に現在弓道場を利用してい

る者として、他のスポーツセンター

弓道場にもあるもので、戸田市新弓

道場で導入をお願いしたいものは

以下のとおり。 

１．道場の奥行(審査方式の礼射に

対応できるようにして欲しい)  

２．矢取り道(矢を取りに行くため

の通路)を別途確保(現在、矢が飛ぶ

矢道と共用) 

３．巻藁練習室の拡張(現在、道具

庫と共用) 

４．道具庫の充実 

47 現在の弓道場は 3～4 人立ちと狭

く、受入れ人数が限られるため、初

心者教室に何年応募しても当選し

ないという声がある。自分が弓道教

室に参加した時は、80 名以上の応

募に対し当選はわずか 15 名で、そ

のうち弓道連盟に残ったのは 7 名

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 



 

 

だった。今もその仲間と励まし合

い、切磋琢磨しながら楽しく練習し

ている。交通利便性は高いだけに、

「もう少し広ければ」という声も耳

にする。せめて 5 人立ち、審査や大

会も見据えるなら 10 人立ちの広さ

が理想である。 

また「見るスポーツ」の観点から、

上尾市や日高市の道場のように、外

部からも気軽に見学できる開放的

な造りを希望する。袴姿で練習する

様子は、通りがかりの方の目にも興

味深く映るはずである。 

48 国内において「スポーツ」の立場は

変化し、今後も変化し続けていくこ

との認識が足りないのではないか。 

このままの案だと、アクセス的に

「首都圏最強」とも言える場所に、

「最新のトレーニング施設」を作る

ということなのか。 

端的に言えば、アリーナにしても陸

上競技場にしても、できればテニス

コートにしても観客席を設けて各

種大会を誘致・新設するなどして

「興行」にも対応できる施設にすべ

きだと考える。立地的にも、収益を

計算できる施設をつくることが市

民のためになる。もっと言えば適度

に「稼げる施設」にすることで、市

民の財産化とし、かつ市民にとって

の戸田市の象徴にすることが肝要

ではないか。 

さらに言えば「稼げる施設」を作る

ことによって、その周辺の経済効果

も期待できる。市外・県外からの交

流人口を増やすことは、戸田駅周辺

基本構想において、スポーツを取り

巻く社会状況を踏まえ、基本方針は

じめ様々な協議を行ってまいりま

した。いただいた多くのご提案のと

おり、スポーツセンター整備にはい

ろいろな可能性があるものと考え

ます。 

今後ともいただいたご意見も参考

としながら、市民ニーズも踏まえ、

スポーツセンターがスポーツ文化

の拠点となるよう基本構想に基づ

き、基本計画の中で検討してまいり

ます。 



 

 

の発展にもつながる。毎週末、何か

の種目の大会が開催され、戸田に人

が集まり、経済活動をしてくれる。

そんなことを想定するのは、全国的

に当然の流れである。施設そのもの

の「一人勝ち」ではなく、市民生活

に直接・間接的に潤いをもたらすこ

とも、スポーツへの理解者・協力者

を増やすことになる。また、それは

スポーツを通じて戸田市の「サポー

ター」を増やすことにもなる。 

日本では、文化施設と違ってスポー

ツ施設は「する」人たちの視点で作

られるが、これがスポーツそのもの

の理解拡大につながっていないと

考えている。子どもたちも大人も

「する」ところを見てもらって、成

長、上手くなる。失敗もするだろう

が、二度と同じことはしないという

意識の中でトレーニングすること

で、さらに成長する。「観る」「観ら

れる」という関係性があって、世界

のスポーツは進化していっている。

ぜひ、戸田でもそういうスポーツ文

化の提唱をスポーツセンターから

発信していただきたい。 

49 バドミントンスクールを作ってほ

しい。 

戸田市には大人のスクールがなく、

遠くまで通わなくてはならない。 

都内、埼玉でも北の方ではあんなに

盛んなのに何故浸透しないのか。 

スポーツセンターの建て替えを機

に、新しく取り入れることを検討願

う。 

各種スポーツ教室については、ニー

ズや必要な設備、近隣の施設環境等

を踏まえ、いただいたご意見も参考

に検討してまいります。 



 

 

50 市内サッカー人口は年々増加をし

ている状況である。それに伴い各カ

テゴリーでの試合（リーグ戦）も増

加している。当然、良い環境で試合

をしたいというのが各カテゴリー

の希望である。戸田市内にはサッカ

ー場の数が不足している。そのうえ

で新スポーツセンターの建設にお

いては、サッカー協会関係者は期待

をしているところである。 

今回、以下を要望（意見）する。 

・B 案の構想が予算面、実効性を含

めベストと考える。 

・インフィールドは天然芝（冬芝）

で陸上競技の投てき種目にも使用

可能で且つ、サッカーのピッチ（105

×68ｍ）が取れる広さを有するこ

と。 

・観客席は庇を設ける。 

・照明設備を有する。 

・西側空きスペースにクラブハウス

を建設し、ロッカールーム、シャワ

ー、医務室、会議室をつくる。 

・今後、サッカー、ラグビーの公式

試合を誘致し有料興行が可能な設

備とし市の財源に寄与する。 

以上。 

いずれにせよ、今後 50 年使う施設

になるので実用性、将来性、経済性

にみあう施設が出来ることを望む。 

スポーツセンター再整備の方向性

については、12 番目を参照くださ

い。 

陸上競技場（インフィールド）を含

む各施設については 11 番目を参照

ください。 

 

51 弓道場について、現在不便な点が多

く改善していただきたい。他道場も

参考に整備していただきたい。 

・5～6 人立ち 正規の体配ができ

る広さが欲しい。 

・安全のためにも巻藁は最低 2 つ

弓道場を含む各施設については 11

番目を参照ください。 

 

暑熱対策については 17 番目を参照

ください。 



 

 

（高低差をつけて） 

・高齢が安心して利用できるよう空

調設備を整えて欲しい。（屋上より

地下のほうが実現可能と思われる） 

・とにかく安全に配慮して欲しい。

（矢取り・観覧席・射会や稽古中に

道具を置く十分なスペースの確保） 

・控え室（更衣室）はシャワーも含

めて普通に使用できるものにして

欲しい。着装確認のため全身サイズ

の鏡希望。 

・屋外に作るのであれば遠的もでき

るようにしてほしい。 

 


